





















































































この大著は︑ ﹁中日文化の相違﹂ ﹁欧州近代文化の受容における中日比較﹂ ﹁蘭学
︱︱
日本近代化の萌芽﹂ ﹁儒学の逆輸出﹂ ﹁中日教育
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研究者すべて ついて言えるこ かも れない︒戦争中に生まれ︑窮乏生活の中で育てられ︑資料が欠如した状況に置か がら︑学問を継続していた体験は︑経世致用の特徴をより鮮明なものに
したと思われる︒そして︑それ以上に︑悲惨な戦争から教訓を見出し︑中日の友好︑世界の平和を求めようとする精神こそが継承されていくべきではないか︑ということを氏の大著によって教えられた︒
